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まえがき

弁理士という仕事柄、大手企業の知財担当者、中小企業の知財担当者、総務等と

兼任で知財業務を担当されている方、更には社長ご自身が知財業務に当たられてい

る方等々、いろいろな企業の知財担当者とお会いします。そこで、「知財業務の進め

方が分からない」といった相談を受けることがよくあります。

知財業務は知的財産を扱うという業務の性質上、秘密裏に、少人数で行われてい

ることが多く、業務内容も専門的で特殊なため、どうしても閉鎖的になりがちです。

特に最近はリストラ等の影響で、長年、知財業務を担当していた方が突如退職され、

多岐にわたる業務内容の引き継ぎもままならず、後任者が何から手を付ければよい

のか分からず、途方に暮れているというケースも多いようです。

そこで、これから知財を担当される方や「知財担当者になったけど、分からない

ことだらけで困っている」「現在、行っている知財業務は正しいのか不安を抱えてい

る」といった方々のために、「ひとまずこの本だけ読んでおけば何とかなる」という

コンセプトの下、知財業務のノウハウ本として本書を書かせていただきました。

もっとも、「知財業務をもっと深く知りたい」「各法制度について詳しく勉強した

い」という方からみれば、本書の内容は物足りないかもしれません。より詳しく知

財を学びたいという方は、適宜、専門書等で知識を補充してください。

また、本書は、著者が考える「理想的な知財担当者像」をイメージしながら記載

していますが、企業規模や業種、経営者の考え方などから、知財担当者の業務権限

が制限されることもあるかと思います。そうした場合、本書の内容をご自身に与え

られた権限の範囲内へと落とし込み、咀嚼して実践していただければ幸いです。

なお、第３版では「Ⅴ 不正競争防止法」及び「Ⅷ IP ランドスケープ」を新たに

追加し、第２版の内容を一部修正しています。

令和７年11月 大石 憲一
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